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1.　家 事労働の時 間的 分析 の結果， 食住衣に関ナる労

り割 合が減 少し，育 児・その他 の家手（管 理的 分野）

が増加する傾向 のあることが分った。

食住衣 の家 事労働 のうち，食衣 につい ては機械化 され

てきたか, 掃 除の機械 化は一 般化し てい るとはい えない

状態である。 そこで， 衛生的 にも問 題である， はき掃除

につい ての実験を行い,一時 間的問 題以 外， 質的 な結論を

得 たい と考えた。

2.   (1)粉塵埃 におい て， 一定量のごみを発塵し,  1 時

間半後に， ほうき電気 掃除機( ２種類) を用い て掃除し

10分毎 に,   2種 の計器 を用い て採 塵し，空 気Im3 中の塵

埃数 を測定比較し た。　　
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(2)電気掃除機 を既 に使 ってＶヽ る家 と然 らざる家 につい

て，同 様に掃 除を行い，そ の採塵 量を比 較した。

3.   (1)電気掃除機 の排気 によって，ご みがまい 立つ心

配 のない ことが分り，衛生的 なこ とが確認 された。

(2)電気掃除機 の採塵量 は両方 の家共 にほうきの9 ～11

倍 に及び，電気掃除機 を常用してい る家 の採塵 量は，何

れの掃除も然らざる家 のV3～'U量 であった。

(3)採塵 の程度 は，ほ うき の場合0.82 μ, 電気 掃除機 の

場合は0.48 μであった。


